
令和６年６月

石川県生活環境部資源循環推進課

１　対象施設及び事業場数

　　　大気基準適用施設　　　７６施設　　５６事業場

　　　水質基準適用事業場　　１３施設　　１０事業場

２　公表する対象施設と測定結果

３　自主測定結果

（１）大気基準適用施設

　　ア　排出ガス

　　　表１　排出ガス中のダイオキシン類濃度状況 （　）は報告件数

施設数
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　　設置者から県に対して、令和５年度中に報告のあった自主測定結果
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廃棄物
焼却炉

アルミニウム溶解炉

令和５年度ダイオキシン類対策特別措置法に基づく自主測定結果について

　ダイオキシン類対策特別措置法第２８条第４項の規定に基づき、同法に規定する廃棄
物焼却炉等の特定施設の設置者から報告のあった排出ガス等に含まれるダイオキシン類
濃度の測定結果を次のとおり公表する。

　　令和５年度中に設置されていた施設(年度途中の廃止２施設含む)

　 報告のあった４５施設（５１件）の測定結果は、全て排出基準値以下であった。
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　　イ　ばいじん　（集じん機で集めて排出される灰（飛灰、集じん灰等））

表２　ばいじんのダイオキシン類濃度状況 （　）は報告件数

　　ウ　燃え殻　（炉低部から排出される灰（焼却灰等））

表３　燃え殻のダイオキシン類濃度状況 （　）は報告件数

７

（５）

２

（１）

処理基準超
(3ng-TEQ/g超)

施設
数

施設の区分

１５

新設

   報告のあった３２施設（２７件）の測定結果のうち、処理基準が適用される
 ２３施設（２１件）は、全て排出基準値以下であった。

最小～最大
（ng-TEQ/g）

処理基準適用

処理基準以下
(3ng-TEQ/g以下)

処理基準
適用除外

0～2.2

注 「処理基準適用除外」とは、セメント固化、薬剤処理等の安定化処理を行った
　　ことにより、基準の適用を受けないものを示す。
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２３ ０

８

（８） （０）

１５ ０

計
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３２
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０
既設

0～0.15

(１３)

計
３５ ０ ３５ ０

０
0～0.30

（１６） （０） （１６） （０）

廃棄物
焼却炉

既設

新設
１８ ０ １８

（３２） （０） （３２） （０）

０

   報告のあった３５施設（３２件）の測定結果は、全て排出基準値以下であった。

注 「処理基準適用除外」とは、セメント固化、薬剤処理等の安定化処理を行った
　　ことにより、基準の適用を受けないものを示す。

（１６） （０） （１６） （０）

１７ ０ １７

0～1.4

施設の区分
施設
数

処理基準
適用除外

処理基準適用

処理基準値以下
(3ng-TEQ/g以下)

処理基準値超
(3ng-TEQ/g超)

最小～最大
（ng-TEQ/g）

廃棄物
焼却炉

（１４）

１７
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　　エ　その他

　 ・ばいじんが湿式排出ガス処理装置で処理され汚泥として処理されたもの。

（１施設１件）

   ・金属を回収するため、排出ガスを処理する集じん機で集めた灰。

（１施設１件）

表４　その他のダイオキシン類濃度状況 （　）は報告件数

（２）水質基準適用事業場

表５　排出水中のダイオキシン類濃度状況 （　）は報告件数

（２） （２） （０）
計

２

施設の区分
施設
数

試料
種別

処理基準適用

処理基準値以下
(3ng-TEQ/g以下)

処理基準値超
(3ng-TEQ/g超)

最小～最大
（ng-TEQ/g）

２ ０

既設 汚泥
１ １ ０

0.0000019
（１） （１）

（１）

事業場の区分

処理基準適用

排出基準値以下
(10pg-TEQ/L以下)

排出基準値超
(10pg-TEQ/L超)

最小～最大
（pg-TEQ/L）

２ ２ ０

（２） （２） （０）

計

新設
２ ２ ０

（２） （２） （０）

４ ４ ０

（４） （４） （０）

※「既設」とは平成１２年１月１４日以前に、
　「新設」とは平成１２年１月１５日以後に設置した施設を示す。

　0.00069
    ～0.0027

既設
廃棄物焼却炉の
湿式集じん施設

　　　報告のあった４事業場（４件）の測定結果は、全て排出基準値以下であった。

事業場数

　0.00011
    ～0.00041

0
（１）

廃棄物
焼却炉

新設 金属
１ １ ０

（０）

　 についても、測定結果として報告があったが、いずれの測定結果も処理基準値
 以下であった。

（０）
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４　今後の指導等

５　自主測定結果の資料閲覧について

　　各事業所の測定結果は、県のホームページに掲載する。

　令和５年度中に自主測定結果の報告がなかった設置者に対しては、毎年度報告する
よう指導している。
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